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第 2 章では、目的曲面を作り出すために必要な固有ひずみ分布と、その曲面に加工するための初期平面形状を FEM
弾性解析により求める過程について述べている。



























(1) 目的曲面を平面に強制的に変形させる問題を弾性 FEM により解析し、曲面形成に必要な固有ひずみと同時に、曲
面板の初期平面形状を求める方法を提案している。これにより、従来、別々に扱われてきた曲面の展開と曲げ加
工を、一つのシステムとして統合することが可能となる。
(2) 実施工では、端部影響、初期曲率、自重、拘束力、加熱線の干渉などの不確定要素が存在するため、データーべ
ースから得た固有変形を標準値として用いて算定した加熱線配置に従って曲げ加工を行っても、正確に目的形状
を実現することは不可能であり、わずかではあるが、獲得形状と目的形状の聞に誤差が生じる。誤差の原因は、
加熱により実際に得られる固有変形の値と標準値との差であり、この差を逆解析により推定し、固有変形の修正
を逐次実行することで、効率的に目的形状を得る方法を提案している。
(3) 高速な加工を実現するために、従来のガスバーナーによる加熱に対して数倍の処理速度を有する高周波誘導加熱
を熱源として採用し、加熱法としては、静止加熱より作業効率が優れている連続加熱を用いた実証試験装置を製
作し、提案された自動熱曲げ加工システムの有効性、実用性を検証している。
以上のように、本論文は、高度な熟練技能が不可欠とされていた鋼板の熱曲げ加工を、固有ひずみの概念に基づき
定量的に分析し、熟練技能者が行っていた加熱線配置の決定を、ひずみ等高線加熱法および面内主ひずみ流線加熱法
を用いて理論的に実行できるようにしたものであり、さらに、大型実証試験装置を製作し、その実用性を検証してい
る。これらの成果は、船舶海洋工学、とりわけ船舶建造の更なる自動化、省力化に寄与するところが大きい。よって、
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
